
今
、
ふ
れ
あ
い
の
村
で
は
・
・
・

＜赤ちゃんからお年寄りまで、 みんなが先生です！＞

　

朝
晩
の
寒
さ
が
よ
り
一
層
強
く
な
り
、
朝
方
に
は
地
表
近
く
の
植
物
の
葉
に
う
っ
す
ら
と
霜

が
降
り
て
い
る
日
も
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
記
事
を
書
い
て
い
る
頃
に
は
風
が
強
く

吹
き
、
木
々
に
残
っ
て
い
る
枯
れ
葉
を
ど
ん
ど
ん
吹
き
飛
ば
し
て
い
ま
す
。◆
サ
ザ
ン
カ
が
ピ
ン
ク

色
の
花
を
一
面
に
咲
か
せ
、
見
頃
を
迎
え
て
い
ま
す
。
広
い
範
囲
で
分
布
し
て
い
ま
す
が
触
れ

る
と
皮
膚
炎
を
起
こ
す
チ
ャ
ド
ク
ガ
が
葉
を
好
ん
で
食
べ
る
樹
木
で
す
。
冬
で
も
葉
の
裏
に
卵
が

あ
る
場
合
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
◆
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
が
赤
い
小
さ
な
実
を
無
数
に
実
ら

せ
て
い
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
観
察
し
て
い
る
と
ヒ
ヨ
ド
リ
や
メ
ジ
ロ
が
交
替
し
な
が
ら
実
を
つ
い
ば

ん
で
い
ま
し
た
。
冬
場
の
鳥
た
ち
の
貴
重
な
食
料
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
◆
コ
テ
ー
ジ
の
裏
手

近
く
に
シ
カ
の
足
跡
を
見
つ
け
ま
し
た
。
小
さ
な
足
跡
も
あ
り
、
親
子
の
よ
う
で
す
。
様
子
を

伺
い
に
来
た
の
で
し
ょ
う
か
。
夜
に
近
く
の
農
道
で
立
派
な
角
を
も
っ
た
牡
鹿
に
出
会
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
雄
々
し
く
歩
く
そ
の
姿
に
し
ば
ら
く
見
と
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
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水
仙

　

地
中
海
沿
岸
が
原
産
で
日
本
に
は
平
安
末
期
に
中
国
か
ら
渡
来
し
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ス
イ
セ
ン
と
い
う
名
は
中
国
で
の
呼
び
名
「
水
仙
」
を

音
読
み
に
し
た
も
の
で
す
。

水
辺
に
育
ち
仙
人
の
よ
う
に
寿
命
が
長
く
清
ら
か
と
い
う
意
味
で
名
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
厳
し
い
冬
の
寒
さ
に
負
け
ず
他
に
花
が
ほ
と
ん
ど
な
い
時
期
に

花
を
咲
か
せ
ま
す
。
雪
の
中
で
も
花
を
咲
か
せ
る
ほ
ど
丈
夫
で
「
雪
中
花
」

と
い
う
名
が
あ
る
ほ
ど
で
す
。

水
仙
の
日
本
三
大
群
生
地
に
数
え
ら
れ
る
の
は
、
淡
路
島
・
越
前
海
岸
・
南

房
総
鋸
南
町
で
訪
ね
て
み
た
い
場
所
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　スイセン シカの足跡

サザンカ 　モミジ

　　　　　ヤツデ 　　　　クロガネモチ

　１   月　自然のたより



　

　木々の葉も落ち、 澄みきった空が一段と広く感じる季節

となりました。 葉が落ちた事で鳥たちの活動の様子も良く

見える様になりました。 広場を歩いていると、 メジロが群れ

をなして忙しない様子で木から木へ飛び移っています。

目の周囲の白色部が可愛らしく野鳥観察でもお馴染みの

鳥です。 込み合っていることや物事が多くあることを意味

する慣用句として 「目白押し」 がありますがメジロ同士が

押し合いながらぴったりと枝に並ぶ様子が由来となってい

るそうです。 ケヤキの枝の先には使い終わったメジロの巣

も見ることができました。 葉が落ちた冬の自然観察ならで

はの発見です。上空にはトビがゆっくりと旋回しながら飛ん

でいました。 日本では身近な猛禽類として知られておりネ

ズミやヘビ等の小動物を捕食します。 木立の中にはキジ

バトが休んでいました。 名前の由来はキジの雌に体色が

似ていることが由来とされています。 キジバトは規則正しい

リズムで活動しており、 朝起きると同じ時間、 同じ場所で

鳴きます。 帰巣本能も優れており、 一度通った場所の山

や建物などを目印として記憶することができると言います。

別の木々にはヤマガラがいました。 オレンジ色のお腹が

特徴的で公園や森で出会う確率が高いです。 冬場の

天気の良い日に野鳥観察などいかがでしょうか。

 

※今後、変更等がある可能性がありますので『足柄ふれあいの村』のホームページを随時ご確認ください。

★来月のファミリーコミュニケーションの日 ：２月４日（日）

※午後の部は事前申込制です。定員を超えた場合は抽選となります。
※ﾌｧﾐﾘｰｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ運動の一環として、毎月、第一日曜日に開催中です。
※申込み・問合せは電話などでお気軽にどうぞ。

10:00～ 12:00 《自然観察会》　動物の食べあとやフンなど、痕跡を探そう(参加費無料）

13:00～ 15:00《クラフト教室》パイプチャイム作り（参加費：300円）

ヤマガラ

　メジロの巣

テイカカズラ

コゲラ

　 トビ

　　キジバト

七
十
二
候　

　

芹
乃
栄
う

　
　
　
　
　

一
月
六
日
～
十
日　

せ
り
す
な
わ
ち
さ
か

★フィールドワーク★ 野外を探検・調査・観察することを
フィールドワークといいます。

【イベントのご紹介】 ※お問合せは、足柄ふれあいの村に電話（0465-72-2010）されるか、
   『足柄ふれあいの村』のホームページにアクセスしてください。

空気の澄んだ冬の森での高学年キャンプです。ふれあいの村を冒険し、たき

火を囲んで暖を取ったり炊事をしたり、星空を眺めながらゆったりするなど

冬の森を遊び尽くします！

実  施  日）2月 17 日 (土)～18日（日）　【1泊 2日】　
会　　場）足柄ふれあいの村　　
対　　　象） 小学 4 年生～ 6 年生　　　　
定　　員）　35 人　　
参  加  費） 7,200 円
申込期間）  令和５年 12月５日 (火) ～令和6年 1月 12 日 (金)

「あしがらアドベンチャーキャンプ」のご案内

　メジロ

   カリン

Vol.94

　

芹
は
田
ん
ぼ
や
川
べ
り
、
湿
地
に
自
生
し

一
か
所
に
「
せ
り
」（
競
）
合
っ
て
生
え

る
こ
と
か
ら
名
前
が
つ
け
ら
れ
た
日
本

原
産
の
野
草
で
あ
り
、
香
り
が
よ
く
、
整
腸

作
用
・
免
疫
力
を
あ
げ
る
・
体
温
を
上

げ
て
冷
え
を
と
る
な
ど
様
々
な
効
果
が

あ
る
春
の
七
草
に
と
っ
て
は
欠
か
せ
な

い
存
在
で
す
。

日
本
に
は
元
々
年
の
初
め
に
野
に
出
て

身
近
に
自
生
す
る
若
菜
を
摘
ん
で
食
べ
る

「
若
菜
摘
み
」
の
風
習
が
あ
り
ま
し
た
。

七
草
粥
に
し
て
味
わ
い
一
年
の
邪
気
を

払
う
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

春
先
に
若
菜
を
食
す
る
こ
と
は
春
が
巡
る

よ
う
に
若
返
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
体
内
に

取
り
入
れ
る
こ
と
と
も
考
え
ら
れ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

　　　ヒヨドリ　　


